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鑑賞教育における美術解剖学からの視点の導入 :
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1， 日時 1 1月16自 2，3，4時間目
2，対象学級 高校2年ゼミナール「美術j選択者 14
名
3，題材名 「美争"j解剖j学入門J
4，指導目標
・美林清宇宙j学の概説講義、簡単なワークをもとに対
象絵画を客観的に解析できるようにする
・単なる画像上の解析にとどまらず、美術史の大き
な流れの中で、自分たちの解析結果を考えるようにす
る
-キリスト教の信仰、布教、とし、う観点を押さえて
解析結果を分析できるようにする
・学問としての美令jf解部学の深さを理解し、美術に
関わる切り口が多方面にわたることを知る
5，準備
指導者 パワーポイント映像資料、カラープリン
ト画像、ワークシート用紙
6，指導計画
待
関 学習活動 指導上の留意点
-本時の流れを確認する
. r美や"j解剖j学Jの歴史、
学問としての位置づけを
理解する
・し、くつかのテーマにつ
いて各々、実例を示しな
がら概説する(プロポー
ション、差異、各部位の
表現等々)
-本格的な解析の前に簡 I.4枚の絵画を示
単な解析のワークを行|し、まことしやか
う iなウソを見出させ
????
???????????? -わかりやすくか
っ多様な例を準備
する
る
-画家グリューネヴアノレ I.時代背景、美術
トと「キリストの探刑|史上の位霊づけも
図Jについて、美術史上 i含め確認する
の事実について確認す
る
-先入観を持たず
・パワーポイント編集に|に比較、解析でき
よる資料で「キリストの|るようにする
傑刑図j とモデル画像を
比較検討する
???
50 
?
-プロジェクタ画
・解析結果をまとめる l像で解析を進めな
がら結果を個人の
・解析した結果をもと iワークシートに書
に、画家の知識、技量、 |き込んでゆくよう
意図などを考察する iにする
-美術史の大きな
・他の画家の手になる|流れの中で、自分
探刑図と比較してみる |たちの解析結果を
考えるようにする
-信仰の対象とし
ての絵画の位置づ
けを理解する
・本時の内容を振り返る I.本時のねらいが
理解できるように
する
???
?
?
? ??
7，評価
・美令I-y解部学の概説講義 簡単なワークをもとに対象
絵画を客観的に解析できたか
-単なる画像上の解析にとどまらず、美術史の大きな
流れの中で、自分たちの解析結果を考えられたか
・キリスト教の信仰、布教、という観点を押さえて解
析結果を分析できたか
-学問としての美令I-y解剖学の深さを理解し、美術に関
わる切り口が多方面にわたることを知ることができた
か
4 成果と課題
鑑賞教育は、生徒が興味関心を持ち、かっ深く探究
できるような切り口が必要である。いわゆる美術史に
おける運動や流派の観点や、作家個人からの切り口な
ど、多々工夫がされている。本稿は、そのような試み
のーっとして、 「美争I-y解剖学jからの視点を鑑賞教育
に取り込んだ実践例とした報告させていただいたもの
である。
本ゼミ選択生徒の美術に対する興味関心度は高く、
関連する知識もある程度備えており、難解な内容も理
解しているようである。しかし、知識があるあまり、
机上の論理、概念的な思考のみに陥る危険性もあり、
し1かに真実に基づいた判断力を養っていけるかが課題
であろう。美併殺宮などで、可能な限り本物にふれる。
テーマに即して学芸員や大学の先生などの専門家の話
を註接関く。想定することは簡単であるが、実際にゼ
ミ全体の指導計画の中に最良の形で組み込んでゆくこ
とはかなり大変である。最近の公立美令w館は学校向け
のプログラムを用意しているところが多い。とりあえ
ずはそれに乗る形で始めるのも一つの方法である。ま
た、本校は芸術学群を持つ筑波大学の附属で、あり、そ
のメリットを生かしてゆきたい。個人的なっても含め、
あらゆるパイプを活用して授業に還元してゆくことが
必要である。
今後は、通常の美術の授業にこの内容をし、かにおろ
してゆくかが課題である。対象となる人数も、時間数
も違い、 「表現jとのバランスも考える必要はあるが、
決して無理なことではないと考えている。
ゼ、ミに関しては、教師も勉強しながらの講座である
が、レポートを見ると成果が得られていると考えてい
る。指導方法等を改善して今後に望みたい。
今回は、美令I-y解剖学という、特殊で専門的な学問を
切り口としながら、名画とされる絵癌に潜む「ウソj
を発見しその背景を考察するとともに、自らの身体の
構造や動きにも患いを巡らすことを昌途としており、
通り一遍の鑑賞にとどまらず、教科横断的な要素を取
り込もうとする試みで、あった。このことは、その教科
性から美術科が主体となって行ったが、向時に技術・
芸術科全体の支援を受けて進めてきた。今後も、美術
科に限らない様々な要素・解決方法を教科プロジェク
トとして集積し、ひとつの教科経営的ノウハウとして
明らかにしてゆきたいと考える。
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